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＊第20週現在

梅毒の発生動向の推移（広島市）

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 1 37 20歳代・推定感染地域：国外

4 レジオネラ症 1 10 70歳代

5 急性弛緩性麻痺 1 1 10歳未満

5 急性脳炎 1 3 10歳未満

5 梅毒 11 105 20歳代・5人、30歳代・1人、40歳代・3人、50歳代・2人

■全数把握感染症報告状況（新型コロナウイルス感染症を除く）

２０２１年第３２週（８月９日～８月１５日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２２年第２０週（５月１６日～５月２２日）

■コメント

１ 新型コロナウイルス感染症

第20週に4,391件の報告があり、多い状況が続いています。
重症化リスクが高い60歳代以上の感染者数は、3、4月は比
較的低い水準で推移していましたが、ゴールデンウィーク以
降増加しており注意が必要です。

基本的な感染対策に加えて、体調不良時の外出自粛、検
査の積極的受検など一人一人が対策を徹底することが大切
です。

【参考】保健センターの無料・匿名の梅毒検査
https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/72/2986.html

２ 梅毒
11件の報告があり、今年の累計は105件となりました。感

染症法施行後の年間最多件数（2018年、2021年）に5ヵ月
足らずで並び、非常に多い状況が続いています。

梅毒は性的な接触により感染し、治療せずに放置すると、
脳や心臓などに重大な病変を起こすことがあるため、早期
発見・早期治療が大切です。

３ 感染性胃腸炎
定点当たり6.50人の報告があり、増加傾向です。

新型コロナウイルス感染症
60歳代以上新規感染者数の推移（広島市）
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第16週 - 7 8 114 3 33 - 5 1 - 3 - - - - - - -
報 第17週 - 5 6 95 - 32 1 9 - 1 4 - - - - - - -
告 広島市 第18週 - 4 2 76 - 15 - 15 2 1 5 - 5 - - - - -
数 第19週 - 5 7 102 - 3 - 11 - 1 4 - 1 - - - - -

第20週 - 10 13 156 2 16 - 7 1 1 4 - 5 - - - - -
第16週 - 0.29 0.33 4.75 0.13 1.38 - 0.21 0.04 - 0.13 - - - - - - -

定 第17週 - 0.21 0.25 3.96 - 1.33 0.04 0.38 - 0.04 0.17 - - - - - - -
点 広島市 第18週 - 0.17 0.08 3.17 - 0.63 - 0.63 0.08 0.04 0.21 - 0.63 - - - - -
当 第19週 - 0.21 0.29 4.25 - 0.13 - 0.46 - 0.04 0.17 - 0.13 - - - - -
た 第20週 - 0.42 0.54 6.50 0.08 0.67 - 0.29 0.04 0.04 0.17 - 0.63 - - - - -
り 第18週 - 0.11 0.18 2.65 0.07 0.11 0.01 0.31 0.02 0.02 0.10 - 0.17 0.01 0.02 0.01 - -

第19週 - 0.18 0.27 4.15 0.09 0.12 0.01 0.37 0.02 0.04 0.09 0.01 0.17 0.02 0.01 0.02 - -
全国

コピー

（検査：広島市衛生研究所）

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料 　検出病原体

手足口病 発熱(38.0℃) 丘疹 口内炎 0 2022/03/05 咽頭拭い液　 ｴﾝﾃﾛｳｲﾙｽNT

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URLhttps://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575FAX(082)277-5666E-Mailei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

「風邪かな？」と感じたら、かかりつけ医や
コールセンター（積極ガードダイヤル）TEL：082-241-4566に連絡・相談しましょう。

全日24時間対応

＊新型コロナウイルス感染症に関する最新の発生状況、相談窓口等については、広島市ホームページ
「新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/）」からご確認ください。

■広島市における新型コロナウイルス感染症の発生状況（確定日で集計）

２０２２年第２０週（５月１６日～５月２２日）

【第20週(5月16日～5月22日)】

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

798 753 637 734 660 383 177 127 122 - 4,391

【累計報告数（5月22日)現在】 ※2020年からの累計報告数です。

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

11,267 11,937 14,315 12,581 12,277 7,420 3,917 2,922 2,640 67 79,343

6月1日（水）～ 6月7日（火）は「ＨＩＶ（エイズ）検査普及週間」です！

広島市では、各区保健センターで、「エイズに関する相談と無料・匿名検査」を実施しています。

詳しくはこちらをご覧ください↓

・広島市ホームページ「エイズに関する相談と無料・匿名検査」
https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/72/108883.html

【参考】エイズ予防情報ネット「令和4年度「HIV検査普及週間」特設ページ」
https://api-net.jfap.or.jp/edification/week/tokusetsu2022.html

■新たに判明した病原体検出状況

レッドリボンは、あなたが
エイズに関して偏見を
もっていない、エイズと共
に生きる人々を差別しな
いというメッセージです。


